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◎ 表示桁数 :10桁 (最終桁は「1 2」の表示が可能)
◎ 表示方式 :ダイナミック表示
◎ 文字サイズ :幅6mm、高さ13mm

※実測によるおおよそのサイズです
◎ 外形サイズ :幅160mm、高さ40mm、厚さ8mm

(排気管、リード線などを含みません)
※実測によるおおよそのサイズです

◎ フィラメント電圧 :約6V～6.5V(DC)
◎ フィラメント電流 :約0.13A(DC)
◎ セグメント・グリッド駆動電圧 :約21V～24V(DC)
◎ スキャン周波数 :5kHz (1桁あたり200μsec)

ピン配置 (表側から見た図です)
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排気管
さわらないでください

動作例(実測によるおおよそのデータ)

主な仕様

ご注意
◎ ガラスでできていますので、

落としたりぶつけたりしない
でください

◎ 排気管はさわらないで
ください
(空気が入ると使えなくなり
ます)
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文字が大きい
10桁ダイナミック駆動・7セグメント

蛍蛍光光表表示示管管

(約13×6mm)
FIP10B13A

参考資料

接続のしかた、駆動のしかた
については、2ページを見て
ください

概要
FIP10B13Aは、文字が大きくて見やすい、7セグメント、10桁表示の蛍光表示管です。

コンマ、ダッシュ、▽マーク、最終桁の「1 2」表示も可能です。

※最終桁のセグメント gは、他の桁のセグメント gと分離しています。

※最終桁の「1 2」表示の、「1」または「2」を別々に表示させることは
できません(管内で接続されています)

ピン番号 信号名 ピン番号 信号名
1 フィラメント(マイナス側) 14 第6桁 グリッド
2 第1桁 グリッド 15 セグメント コンマ
3 接続なし 16 セグメント dp (小数点)
4 ダッシュ 17 第7桁 グリッド
5 第2桁 グリッド 18 セグメント c
6 セグメント f 19 第8桁 グリッド
7 セグメント g 20 最終桁　「1 2」表示
8 第3桁 グリッド 21 最終桁 セグメント g
9 セグメント e 22 第9桁 グリッド

10 第4桁 グリッド 23 セグメント b
11 セグメント d 24 セグメント a
12 セグメント ▽マーク 25 最終桁 グリッド
13 第5桁 グリッド 26 フィラメント(プラス側)
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蛍光表示管
フィラメント

第1桁グリッド (2番)

第2桁グリッド (5番)

第3桁グリッド (8番)

第4桁グリッド (10番)

第5桁グリッド (13番)

第6桁グリッド (14番)

第7桁グリッド (17番)

第8桁グリッド (19番)

第9桁グリッド (22番)

最終桁グリッド (25番)

セグメント a (24番)

グリッド駆動出力

セグメント b (23番)

セグメント c (18番)

セグメント d (11番)

セグメント e (9番)

セグメント f (6番)

セグメント g (7番)

セグメント 最終桁g (21番)

アノード駆動出力

セグメント dp (16番)

セグメント コンマ (15番)

セグメント ▽ (12番)

注意

セメント抵抗が熱く
なりますので、
注意してください。

桁選択信号
各種マイコン出力に接続
(「H」で選択)

セグメント選択信号
各種マイコン出力に接続
(「H」で選択)

電源入力
(24V DC)

セグメント 最終桁「1 2」(20番)

150Ω
10Wセメント抵抗

駆動回路例
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駆動のしかた

トランジスタアレイ TD62783を使った駆動回路の例です。

グリッド
電圧

セグメント
電圧

0V

約22V

0V

約22V

0V

約22V

(省略)

(省略)

(省略)

約200μ秒

(第1桁)

(第2桁)

0V

約22V (省略) (最終桁)

◎表示させる桁のグリッドに約22Vを
かけた状態で、表示するセグメントに
約22Vをかけると、選択された桁の選択
されたセグメントが光ります。
※電圧は目安です。見やすい明るさに
なるよう、実験で決めてください。

◎駆動電圧のパルス幅は実験で決めて
ください。(200μ秒くらいが目安です)

◎スキャン周波数は約5kHzくらいが
目安です。あまり低いと表示が
ちらつきます。

◎きれいに表示するために、次の桁の
表示に移る前に、全桁のグリッド電圧
とセグメント電圧がOFFになっている
時間をつくってください。
(OFF時間は約10μ秒くらいを目安に、
実験で決めてください)

(ダイナミック駆動)
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